
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転力が入力される入力軸と、前記入力軸に結合されて入力軸と一体で回転する一対の
入力側ディスクと、前記入力側ディスクの回転力がパワーローラを介して伝達される一対
の出力側ディスクと、前記入力軸の外周に回転自在に支持されるとともに前記出力側ディ
スクに連結され、出力側ディスクの回転力を出力軸に伝達する出力歯車とを備え、ハウジ
ングケースに組み付けられる中間壁に背面合わせで組み込まれた一対のアンギュラ軸受に
よって前記出力歯車が回転可能に支持されて成るトロイダル型無段変速機の前記アンギュ
ラ軸受に予圧を付与するための予圧付与治具において、
　一方側の前記出力側ディスクの端部に当接される頭部と、前記入力軸が挿通される両出
力側ディスクおよび前記出力歯車の貫通孔に挿通される軸部とから成るボルト部材と、
　前記ボルト部材の前記軸部の端部に螺合され、他方側の前記出力側ディスクの端部に当
接されるナット部材と、
　を備え、
　前記ボルト部材の前記軸部を両出力側ディスクおよび出力歯車の貫通孔に挿通するとと
もに、前記軸部の端部に前記ナット部材を螺合して、前記ナット部材と前記ボルト部材の
前記頭部との間で両出力側ディスクを両側から挟み込むように締め付けること より、出
力側ディスクと接触するアンギュラ軸受に予圧を付与することを特徴とする予圧付与治具
。
【請求項２】
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　回転力が入力される入力軸と、前記入力軸に結合されて入力軸と一体で回転する一対の
入力側ディスクと、パワーローラと接触するトラクション面を有し且つ前記入力側ディス
クの回転力が前記パワーローラを介して伝達される一対の出力側ディスクと、前記入力軸
の外周に回転自在に支持されるとともに前記出力側ディスクの回転力を出力軸に伝達する
出力歯車とを備えたトロイダル型無段変速機の組立方法において、
　一対のアンギュラ軸受を背面合わせで中間壁に組み込み、
　前記出力歯車のフランジ部を各アンギュラ軸受の内輪部に回転可能に支持するとともに
、出力歯車の前記フランジ部に各出力側ディスクを装着して、各出力側ディスクの背面を
これに対向するアンギュラ軸受の内輪に接触させ、
　予圧付与治具のボルト部材の軸部を両出力側ディスクおよび出力歯車の貫通孔に挿通す
るとともに、軸部の端部にナット部材を螺合して、ナット部材とボルト部材の頭部との間
で両出力側ディスクを両側から挟み込むように締め付け、これによって、アンギュラ軸受
に予圧を付与し、
　予圧を付与した状態で、中間壁の基準位置からの出力側ディスクのトラクション面位置
を測定し、
　測定した出力側ディスクのトラクション面位置に基づいて、出力側ディスクおよび中間
壁をハウジングケースに組み付けることを特徴とするトロイダル型無段変速機の組立方法
。
【請求項３】
　前記予圧付与治具で前記出力側ディスクを締め付け固定したまま、前記中間壁を前記ハ
ウジングケースに組み込み、組み付けが完了した後、前記ボルト部材および前記ナット部
材を取り外し、これらに代えて、両出力側ディスクおよび出力歯車の貫通孔に前記入力軸
を挿通することを特徴とする請求項２に記載の組立方法。
【請求項４】
　前記ボルト部材の案内によって、前記入力軸を両出力側ディスクおよび出力歯車の貫通
孔に挿通することを特徴とする請求項３に記載の組立方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、自動車用の変速機などに利用可能なトロイダル型無段変速機に係わり、特に、
トロイダル型無段変速機のアンギュラ軸受に予圧を付与するための予圧付与治具及びこの
治具を用いたトロイダル型無段変速機の組立方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図３には、自動車用変速機として利用可能な従来のトロイダル型無段変速機の一例が示さ
れている。このトロイダル型無段変速機は、いわゆるダブルキャビティ型の高トルク用ト
ロイダル型無段変速機であり、２つの入力側ディスク２Ａ，２Ｂと２つの出力側ディスク
３Ａ，３Ｂとが、入力軸１の外周に取り付けられて成る。また、入力軸１の中間部の外周
には出力歯車４が回転自在に支持されている。この出力歯車４の中心部に設けられた円筒
状のフランジ部４ａ，４ａには、出力側ディスク３Ａ，３Ｂがスプライン係合によって連
結されている。
【０００３】
なお、入力軸１は、フロント側（図中左側）に位置する入力側ディスク２Ａとカム板７と
の間に設けられたローディングカム式の押圧装置１２を介して、駆動軸２２により回転駆
動されるようになっている。また、出力歯車４は、２つの部材の結合によって構成された
中間壁（仕切壁）１３を介して図示しないハウジングケース内に支持されており、これに
より、軸線Ｏを中心に回転できる一方で、軸線Ｏ方向の変位が阻止されている。
【０００４】
出力側ディスク３Ａ，３Ｂは、入力軸１との間に介在されたニードル軸受５，５によって
、入力軸１の軸線Ｏを中心に回転自在に支持されている。また、入力側ディスク２Ａ，２
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Ｂは、入力軸１と共に回転するように、その入力軸１の両端部にボールスプライン６，６
を介して支持されている。また、入力側ディスク２Ａ，２Ｂの内面（凹面）２ａ，２ａと
出力ディスク３Ａ，３Ｂの内面（凹面）３ａ，３ａとの間には、パワーローラ１１が回転
自在に挟持されている。
【０００５】
リア側（図中右側）に位置する入力側ディスク２Ｂとローディングナット９との間には皿
ばね１０およびシム２９が設けられている。皿ばね１０は、ローディングナット９および
シム２９とともに、各ディスク２Ａ，２Ｂ，３Ａ，３Ｂの凹面２ａ，２ａ，３ａ，３ａと
パワーローラ１１，１１の周面１１ａ，１１ａとの当接部に押圧力を付与する予圧付与装
置を構成する。
【０００６】
したがって、上記構成の無段変速機では、駆動軸２２から入力軸１に回転力が入力される
と、入力軸１と一体で入力側ディスク２Ａ，２Ｂが回転し、その回転がパワーローラ１１
，１１によって出力側ディスク３Ａ，３Ｂに一定の変速比で伝達される。また、出力側デ
ィスク３Ａ，３Ｂの回転は、出力歯車４から伝達歯車１５などを介して、図示しない出力
軸に伝達される。
【０００７】
このようなトロイダル型無段変速機における動力伝達は、パワーローラ１１と入出力側デ
ィスク２Ａ，２Ｂ，３Ａ，３Ｂとの間の油を高圧で押し付けてトラクション力を発生させ
ることにより行なわれる。そして、このように高圧で押し付けてトラクション力を発生し
動力を伝達させるための機構が前述したローディングカム式の押圧装置１２である。この
ローディングカム機構は、入力トルクに比例した押し付け力を発生させる機構であり、動
力を伝えるために有効な機構である。
【０００８】
しかしながら、動力を伝えるためにはある一定以上の押し付け力を発生させる必要がある
。したがって、入力トルクが小さい場合には、ローディングカム機構のみでは必要な押し
付け力を得ることができず、動力を伝えることができない。そのため、トルクが僅かな場
合でも動力を伝えることができるように、前述した予圧付与装置を用いている。
【０００９】
予圧付与装置は、前述したように、皿ばね１０とシム２９とローディングナット９とによ
って構成され、リア側の入力側ディスク２Ｂの背面に設置されている。この場合、皿ばね
１０をローディングナット９により締め付け、シム２９で皿ばね１０の隙間を調整するこ
とにより、必要な予圧を発生させている。このように予圧を付与することにより、低入力
トルク時の面圧を確保し、動力の伝達を可能としている。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
トロイダル型無段変速機が前述したように動力を伝達するためには、入力側ディスク２Ａ
，２Ｂと、パワーローラ１１と、出力側ディスク３Ａ，３Ｂとの接触点位置が正確に出て
いる必要がある。そのため、中間壁１３をハウジングケースに取付ける前に、中間壁１３
（出力歯車４のフランジ部４ａ，４ａ）に出力側ディスク３Ａ，３Ｂを取付けた時、中間
壁１３の基準位置から出力側ディスク３Ａ，３Ｂのトラクション面位置が規定の数値とな
っているか測定しておく必要がある。
【００１１】
　また、中間壁１３の出力歯車４を回転支持するための軸受として、図 に示されるよう
なアンギュラ軸受３０を使用する場合には、アンギュラ軸受３０の予圧調整を正確に行な
う必要がある。なぜなら、予圧調整を正確に行なわなければ、予圧不足によるアンギュラ
軸受３０の寿命の低下や予圧過大による起動トルクの増大を引き起こしてしまうからであ
る。また、起動トルクが増大すると、トロイダル無段変速機全体の効率が低下する虞もあ
る。
【００１２】
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　しかしながら、中間壁１３に取付けられたアンギュラ軸受３０が図 に示されるように
背面合わせとなっている場合、中間壁１３にアンギュラ軸受３０を組み込んだだけでは、
アンギュラ軸受３０に予圧が付与される状態とはならない。予圧が付与されていない状態
でのアンギュラ軸受３０のスラスト方向の歪み量は、実際に中間壁１３をハウジングケー
スに組み付けて負荷を与えた場合のそれと大きく異なる。そのため、中間壁１３をハウジ
ングケースに組み付ける前にアンギュラ軸受３０に予圧を付与しないで出力側ディスク３
Ａ，３Ｂのトラクション面位置を測定すると、その測定値は、実際に中間壁１３をハウジ
ングケースに組み付けた場合におけるトラクション面位置と異なる結果となる。
【００１３】
したがって、アンギュラ軸受３０に予圧を付与しないで測定した出力側ディスク３Ａ，３
Ｂのトラクション面位置に基づいて、出力側ディスク３Ａ，３Ｂおよび中間壁１３をハウ
ジングケースに組み付けると、高い組み付け精度を確保できず、その結果、接触面の面圧
不足によって滑りが発生したり、面圧過大によって寿命が低下する虞がある。
【００１４】
本発明は、前記事情に着目してなされたものであり、出力側ディスクのトラクション面位
置を測定する際に、アンギュラ軸受に予圧を付与するトロイダル型無段変速機のための予
圧付与治具、および、この治具を用いてトロイダル型無段変速機を精度良く組み立てるた
めの組立方法を提供することを目的とする。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
　前記課題を解決するために、請求項１に記載された発明は、回転力が入力される入力軸
と、前記入力軸に結合されて入力軸と一体で回転する一対の入力側ディスクと、前記入力
側ディスクの回転力がパワーローラを介して伝達される一対の出力側ディスクと、前記入
力軸の外周に回転自在に支持されるとともに前記出力側ディスクに連結され、出力側ディ
スクの回転力を出力軸に伝達する出力歯車とを備え、ハウジングケースに組み付けられる
中間壁に背面合わせで組み込まれた一対のアンギュラ軸受によって前記出力歯車が回転可
能に支持されて成るトロイダル型無段変速機の前記アンギュラ軸受に予圧を付与するため
の予圧付与治具において、一方側の前記出力側ディスクの端部に当接される頭部と、前記
入力軸が挿通される両出力側ディスクおよび前記出力歯車の貫通孔に挿通される軸部とか
ら成るボルト部材と、前記ボルト部材の前記軸部の端部に螺合され、他方側の前記出力側
ディスクの端部に当接されるナット部材とを備え、前記ボルト部材の前記軸部を両出力側
ディスクおよび出力歯車の貫通孔に挿通するとともに、前記軸部の端部に前記ナット部材
を螺合して、前記ナット部材と前記ボルト部材の前記頭部との間で両出力側ディスクを両
側から挟み込むように締め付けること より、出力側ディスクと接触するアンギュラ軸受
に予圧を付与することを特徴とする。
【００１６】
この請求項１に記載された発明においては、アンギュラ軸受に対して簡単に予圧を付与す
ることができるとともに、予圧付与治具で出力側ディスクを固定したまま、出力側ディス
クおよび中間壁をハウジングケースに組み付けることができ、更に、ナット部材を取り外
し、ボルト状部材を入力軸の挿入時の案内に用いることにより、ケージおよびローラが入
力軸と干渉することなくスムーズに入力軸を挿入できる。すなわち、精度の高い組立を簡
単に実現することができる。
【００１７】
また、請求項２に記載された発明は、回転力が入力される入力軸と、前記入力軸に結合さ
れて入力軸と一体で回転する一対の入力側ディスクと、パワーローラと接触するトラクシ
ョン面を有し且つ前記入力側ディスクの回転力が前記パワーローラを介して伝達される一
対の出力側ディスクと、前記入力軸の外周に回転自在に支持されるとともに前記出力側デ
ィスクの回転力を出力軸に伝達する出力歯車とを備えたトロイダル型無段変速機の組立方
法において、一対のアンギュラ軸受を背面合わせで中間壁に組み込み、前記出力歯車のフ
ランジ部を各アンギュラ軸受の内輪部に回転可能に支持するとともに、出力歯車の前記フ
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ランジ部に各出力側ディスクを装着して、各出力側ディスクの背面をこれに対向するアン
ギュラ軸受の内輪に接触させ、予圧付与治具のボルト部材の軸部を両出力側ディスクおよ
び出力歯車の貫通孔に挿通するとともに、軸部の端部にナット部材を螺合して、ナット部
材とボルト部材の頭部との間で両出力側ディスクを両側から挟み込むように締め付け、こ
れによって、アンギュラ軸受に予圧を付与し、予圧を付与した状態で、中間壁の基準位置
からの出力側ディスクのトラクション面位置を測定し、測定した出力側ディスクのトラク
ション面位置に基づいて、出力側ディスクおよび中間壁をハウジングケースに組み付ける
ことを特徴とする。
【００１８】
この請求項２に記載された発明においては、中間壁をハウジングケースに組み付ける前に
、アンギュラ軸受に予圧を付与して、出力側ディスクのトラクション面位置を正確に測定
できる（また、アンギュラ軸受の起動トルクを正確に測定することができる）ため、出力
側ディスクおよび中間壁をハウジングケースに高い精度で組み付けることができ、その結
果、接触面の面圧不足によって滑りが発生したり、面圧過大によって寿命が低下する虞が
なくなる。
【００１９】
また、請求項３に記載された発明は、請求項２に記載された発明において、前記予圧付与
治具で前記出力側ディスクを締め付け固定したまま、前記中間壁を前記ハウジングケース
に組み込み、組み付けが完了した後、前記ボルト部材および前記ナット部材を取り外し、
これらに代えて、両出力側ディスクおよび出力歯車の貫通孔に前記入力軸を挿通すること
を特徴とする。
【００２０】
この請求項３に記載された発明においては、予圧付与治具を固定したままハウジングケー
スに組み付けられるため、組み付けが容易である。
【００２１】
また、請求項４に記載された発明は、請求項３に記載された発明において、前記ボルト部
材の案内によって、前記入力軸を両出力側ディスクおよび出力歯車の貫通孔に挿通するこ
とを特徴とする。
【００２２】
この請求項４に記載された発明においては、出力側ディスク等の貫通孔に装着されたケー
ジおよびローラ（あるいは、軸受等）が入力軸と干渉することなく、両出力側ディスクお
よび出力歯車の貫通孔にスムーズに入力軸を挿通できる。
【００２３】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながら、本発明の一実施形態について説明する。なお、本発明の特徴
は、出力側ディスクのトラクション面位置を測定する際に、アンギュラ軸受に予圧を付与
する点にあり、その他の構成および作用は前述した従来の構成および作用と同様であるた
め、以下においては、本発明の特徴部分についてのみ言及し、それ以外の部分については
、図３と同一の符号を付してその説明を省略することにする。
【００２４】
図１は、中間壁１３をハウジングケース（図示せず）に組み付ける前の状態であって、中
間壁１３の出力歯車４のフランジ部４ａ，４ａに出力側ディスク３Ａ，３Ｂを取付けたま
ま、本発明の一実施形態に係る予圧付与治具４０を用いてアンギュラ軸受３０に予圧を付
与した状態を示している。アンギュラ軸受３０は中間壁１３に背面合わせで取付けられて
おり、中間壁１３にアンギュラ軸受３０を組み込んだだけでは、アンギュラ軸受３０に予
圧が付与されないため、本実施形態では、予圧付与治具４０を用いてアンギュラ軸受３０
に予圧を付与している。
【００２５】
図示のように、予圧付与治具４０は、ボルト部材４０Ａと、ナット部材４０Ｂとから成る
。ボルト部材４０Ａは、一方側の出力側ディスク３Ａのトラクション面（凹状の内面）側
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の端部に当接される頭部４２と、後に入力軸１が挿通される両出力側ディスク３Ａ，３Ｂ
および出力歯車４の貫通孔に挿通される軸部４４とから成る。また、ナット部材４０Ｂは
、軸部４４の端部に螺合されて、他方側の出力側ディスク３Ｂのトラクション面（凹状の
内面）側の端部に当接される。なお、図中、８０は、予圧付与時に出力側ディスク３Ａ，
３Ｂに傷が付くことを防止する間座であり、８２は調整シムである。調整シム８２の厚さ
を変えることにより、予圧の調整および出力側ディスク３Ａ，３Ｂの高さ調整を行なう。
【００２６】
次に、上記構成の予圧付与治具４０を用いてアンギュラ軸受３０に予圧を付与しながら、
出力側ディスク３Ａ，３Ｂとともに中間壁１３をハウジングケースに精度良く組み付ける
方法について説明する。
【００２７】
まず、図示のように、出力歯車４を各アンギュラ軸受３０の内輪部３０ａに回転可能に支
持し、出力歯車４のフランジ部４ａ，４ａに各出力側ディスク３Ａ，３Ｂを装着するとと
もに、各出力側ディスク３Ａ，３Ｂの背面（トラクション面と反対側の面）をこれと対向
するアンギュラ軸受３０の内輪に接触させる。
【００２８】
続いて、予圧付与治具４０のボルト部材４０Ａの軸部４４を両出力側ディスク３Ａ，３Ｂ
および出力歯車４の貫通孔６０，６２に挿通するとともに、軸部４４の端部にナット部材
４０Ｂを螺合して、ナット部材４０Ｂとボルト部材４０Ａの頭部との間で出力側ディスク
３Ａ，３Ｂを両側から挟み込むように締め付ける。これにより、出力側ディスク３Ａ，３
Ｂの背面と接触しているアンギュラ軸受３０の内輪が出力歯車４の方に押し付けられ、ア
ンギュラ軸受３０に予圧が付与される。この場合、ボルト部材４０Ａに対するナット部材
４０Ｂの捩じ込み量を調整することにより、アンギュラ軸受３０に規定の予圧を付与し、
そのときの起動トルクを調整することで適正な起動トルクを得る。
【００２９】
次に、この予圧付与状態で、中間壁１３の基準位置からの出力側ディスク３Ａ，３Ｂのト
ラクション面位置を測定する。このように、中間壁１３をハウジングケースに組み付ける
前に、アンギュラ軸受３０に予圧を付与して、出力側ディスク３Ａ，３Ｂのトラクション
面位置を測定すると、その測定値は、実際に中間壁１３をハウジングケース（図示せず）
に組み付けた場合におけるトラクション面位置と略一致する。したがって、この測定した
出力側ディスク３Ａ，３Ｂのトラクション面位置に基づいて、出力側ディスク３Ａ，３Ｂ
および中間壁１３をハウジングケースに組み付けると、高い組み付け精度を確保でき、そ
の結果、接触面の面圧不足によって滑りが発生したり、面圧過大によって寿命が低下する
虞がなくなる。
【００３０】
　なお、出力側ディスク３Ａ，３Ｂおよび中間壁１３をハウジングケースに組み付ける場
合には、予圧付与治具４０で出力側ディスク３Ａ，３Ｂを固定したまま、中間壁１３をハ
ウジングケース（図示せず）に組み込む。そして、組み付けが完了した後、ボルト部材４
０Ａおよびナット部材４０Ｂを取り外し、これらに代えて、両出力側ディスク３Ａ，３Ｂ
および出力歯車４の貫通孔に入力軸１を挿通する。この場合、ボルト部材４０ の案内に
よって入力軸１を挿通すれば、ケージおよびローラ（あるいは、軸受け５等）が入力軸１
と干渉することなく、スムーズに入力軸１を挿通できる。
【００３１】
以上のように、本実施形態では、予圧付与治具４０のボルト部材４０Ａの軸部４４を両出
力側ディスク３Ａ，３Ｂおよび出力歯車４の貫通孔６０，６２に挿通するとともに、軸部
４４の端部にナット部材４０Ｂを螺合して、ナット部材４０Ｂとボルト部材４０Ａの頭部
４２との間で両出力側ディスク３Ａ，３Ｂを両側から挟み込むように締め付け、これによ
って、アンギュラ軸受３０に予圧を付与している。しかも、予圧を付与した状態で、中間
壁１３の基準位置からの出力側ディスク３Ａ，３Ｂのトラクション面位置を測定し、測定
した出力側ディスク３Ａ，３Ｂのトラクション面位置に基づいて、出力側ディスク３Ａ，
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３Ｂおよび中間壁１３をハウジングケースに組み付けるようにしている。
【００３２】
このように、中間壁１３に出力側ディスク３Ａ，３Ｂを組み付けた状態で予圧付与治具４
０を用いて予圧を付与して出力ディスク３Ａ，３Ｂのトラクション面位置を測定すること
は、実際に中間壁１３をハウジングケースに組み付けて負荷を与えた場合と同様な組み付
け状態でトラクション面位置を測定していることと同等となる。そのため、測定時におい
て正確にトラクション面接触点位置を調整することができる。したがって、トラクション
面位置の測定後に出力側ディスク３Ａ，３Ｂおよび中間壁１３をハウジングケースに組み
付けてトロイダル型無段変速機を構成した際にも、トラクション面における接触点位置は
規定の寸法を満たすことができるため、接触面の面圧が不足して滑りを発生したり、接触
面の面圧が過大となって寿命が低下したり等といった不具合の発生を防止することができ
る。また、トラクション面位置だけでなくアンギュラ軸受の起動トルクも同様にして調整
することができるため、予圧不足によるアンギュラ軸受の寿命の低下や予圧過大による起
動トルクの増大を防ぐことができる。そして、以上のような不具合を防ぐことができるこ
とにより、トロイダル無段変速機の信頼性を向上することができる。
【００３３】
また、本実施形態では、予圧付与治具４０で出力側ディスク３Ａ，３Ｂを締め付け固定し
たまま、中間壁１３をハウジングケースに組み込み、組み付けが完了した後、ボルト部材
４０Ａおよびナット部材４０Ｂを取り外し、これらに代えて、両出力側ディスク３Ａ，３
Ｂおよび出力歯車４の貫通孔６０，６２に入力軸１を挿通するようにしている。つまり、
予圧付与治具４０を固定したままハウジングケースに組み付けられるため、組み付けが容
易である。
【００３４】
また、本実施形態では、ボルト部材４０Ａの案内によって、入力軸１を両出力側ディスク
３Ａ，３Ｂおよび出力歯車４の貫通孔６０，６２に挿通するようにしている。したがって
、出力側ディスク３Ａ，３Ｂ等の貫通孔に装着されたケージおよびローラ（あるいは、軸
受け５等）が入力軸１と干渉することなく、両出力側ディスク３Ａ，３Ｂおよび出力歯車
４の貫通孔６０，６２にスムーズに入力軸１を挿通できる。
【００３５】
　また、以上説明した画期的な組立方法は、ボルト・ナット構造を成す予圧付与治具４０
の特徴的な構成によって初めて実現することができる。すなわち、本実施形態の予圧付与
治具４０は、一方側の出力側ディスク３Ａの端部に当接される頭部４２と、入力軸１が挿
通される両出力側ディスク３Ａ，３Ｂおよび出力歯車４の貫通孔６０，６２に挿通される
軸部４４とから成るボルト部材４０Ａと、ボルト部材４０Ａの軸部４４の端部に螺合され
、他方側の出力側ディスク３Ｂの端部に当接されるナット部材４０Ｂとを備え、ボルト部
材４０Ａの軸部４４を両出力側ディスク３Ａ，３Ｂおよび出力歯車４の貫通孔６０，６２
に挿通するとともに、軸部４４の端部にナット部材４０Ｂを螺合して、ナット部材４０Ｂ
とボルト部材４０Ａの頭部４２との間で両出力側ディスク３Ａ，３Ｂを両側から挟み込む
ように締め付けること より、出力側ディスク３Ａ，３Ｂと接触するアンギュラ軸受３０
に予圧を付与することを特徴としている。
【００３６】
予圧付与装置４０のこのような構成によれば、アンギュラ軸受３０に対して簡単に予圧を
付与することができるとともに、予圧付与治具４０で出力側ディスク３Ａ，３Ｂを固定し
たまま、出力側ディスク３Ａ，３Ｂおよび中間壁１３をハウジングケースに組み付けるこ
とができ、更に、ナット部材を取り外し、ボルト状部材を入力軸の挿入時の案内に用いる
ことにより、ケージおよびローラが入力軸と干渉することなくスムーズに入力軸を挿入で
きる。すなわち、精度の高い組立を簡単に実現することができる。
【００３７】
なお、図２は、出力側ディスク３Ａ，３Ｂと出力歯車４とが爪嵌合によって連結された構
成に本発明を適用した形態を示している。出力側ディスク３Ａ，３Ｂと出力歯車４との結
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合が爪部７０，７２同士の嵌合によって成されている場合には、出力歯車４で発生するモ
ーメントをアンギュラ軸受３０で支えなければならないため、図２に示されるようにアン
ギュラ軸受３０が背面合わせで中間壁１３に組込まれるのが一般的である。そのため、図
２に示されるように予圧付与治具４０を用いてアンギュラ軸受３０に予圧を与える方法は
有効な手段となる。
【００３８】
【発明の効果】
以上説明したように、請求項１に記載された発明によれば、アンギュラ軸受に対して簡単
に予圧を付与することができるとともに、予圧付与治具で出力側ディスクを固定したまま
、出力側ディスクおよび中間壁をハウジングケースに組み付けることができ、更に、ナッ
ト部材を取り外し、ボルト状部材を入力軸の挿入時の案内に用いることにより、ケージお
よびローラが入力軸と干渉することなくスムーズに入力軸を挿入できる。すなわち、精度
の高い組立を簡単に実現することができる。
【００３９】
請求項２に記載された発明によれば、中間壁をハウジングケースに組み付ける前に、アン
ギュラ軸受に予圧を付与して、出力側ディスクのトラクション面位置を正確に測定できる
（また、アンギュラ軸受の起動トルクを正確に測定することができる）ため、出力側ディ
スクおよび中間壁をハウジングケースに高い精度で組み付けることができ、その結果、接
触面の面圧不足によって滑りが発生したり、面圧過大によって寿命が低下する虞がなくな
る。
【００４０】
請求項３に記載された発明によれば、請求項２と同様の作用効果が得られるとともに、予
圧付与治具を固定したままハウジングケースに組み付けられるため、組み付けが容易であ
る。
【００４１】
請求項４に記載された発明によれば、請求項３と同様の作用効果が得られるとともに、出
力側ディスク等の貫通孔に装着されたケージおよびローラ（あるいは、軸受等）が入力軸
と干渉することなく、両出力側ディスクおよび出力歯車の貫通孔にスムーズに入力軸を挿
通できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態の要部断面図である。
【図２】図１の変形例に係る要部断面図である。
【図３】従来のトロイダル型無段変速機の一例を示す断面図である。
【符号の説明】
１　　入力軸
２Ａ，２Ｂ　　入力側ディスク
３Ａ，３Ｂ　　出力側ディスク
４　　出力歯車
５　　ニードル軸受
６　　ボールスプライン
１１　　パワーローラ
３０　　アンギュラ軸受
４０　　予圧付与治具
４０Ａ　　ボルト部材
４０Ｂ　　ナット部材
４２　　頭部
４４　　軸部
６０，６２　　貫通孔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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